
宜野湾市立 真志喜中学校
２０２３年度学校だより 第９号
～自ら学び、心豊かにたくましく国際社会を生きる真中生～
令和６年1月12日発行 校長 又吉直正

□令和６年・２０２４年（辰年）がスタートしました！
新年明けましておめでとうございます。生徒玄関には

鏡餅と生花、しめ縄等が飾られ、新鮮な気持ちで新年を
迎えられる気持ちになっています。本校では１月９日
（火）に三学期の始業式を行いました。始業式では校長
の式辞の後、各学年代表代表による三学期の抱負と決意
表明がありました。
（3年：内間紫乃／２年：大山翔平／１年：土田青海）。

3年生にとっては人生の節目となる年だけに、厳しさの中
に夢と希望、将来に見通しをもちたいと抱負がありました。
２年生は３学期を「最上級生への準備期間」として捉え、修
学旅行という中学校で一番の思い出づくりとあわせて希望と意欲溢れる決意表明がありま
した。１年生は中学校生活にも慣れてきている中で先輩方が築いた実践や伝統を再認識し、
自分達でつなぐことと、職場体験学習を通して夢実現に向けた学びを充実させていく決意
がありました。１・２学期と比較して、３学期は非常に落ち着いた雰囲気の中で学校生活
が始まったように思います。皆の夢に一歩でも近づけるよう取り組んでいこう！

◆「合格祈念・激励品」の贈呈式～民生児童委員～
真志喜中校区の民生

児童委員協議会より本
校３年生（受験生）を
激励したいとの申し出
が あ り 、 １ 月 １ ２ 日
（金）の学年朝会にて
生徒一人一人に手作り
の合格祈願・激励品を
いただきました。ハート型の手作りお守りの中
には縁起を担ぎ、キットカットのチョコが入っ
ていました。贈呈式のあと民生委員の高良会長
から激励の言葉をいただき、そのあと３年を代
表して石川祐玖さんがお礼と合格目指して頑張
ること約束しました。真中生頑張れ！！

◆野球部OBから野球部へ寄付がありました。
本校野球部OBで組織する野球クラブが年始の

初活動を行いました。そのあと恒例となってい
る野球部への激励と寄付を行いました。本校元
真志喜中野球部の山城翔吾さんが学校を訪ね、
本校野球部顧問の上原先生に寄付金を手渡しま
した。上原先生は、「毎回の
志に感謝している。野球のボ
ール購入等に充てて野球部を
更に盛り上げていきたい」と
お礼を述べていました。

ありがとうございました。

◆１月の主な学校関連行事
１月１７日（水）⇒生徒会朝会

１月１８日（木）⇒授業参観日

１月１９日（金）⇒英語検定試験

１月２３日（火）⇒職場体験事前訪問（1年）

１月２６日（金）⇒修学旅行出発式（２年）

１月２８日（日）⇒修学旅行１日目（２年）

１月２９日（月）⇒修学旅行２日目（２年）

⇒職場体験①（１年）

⇒三者面談①（３年）

１月３０日（火）⇒修学旅行３日目（２年）

⇒職場体験②（１年）

⇒三者面談②（３年）

１月３１日（水）⇒修学旅行代休（２年）

⇒職場体験③（１年）

⇒三者面談③（３年）

◆１月の生活目標

〇８時１０分までに入室しよう！

◆１月の健康目標

○規則正しい生活をしよう！

□ 軽音学部は「ベストチャレンジ賞」を受賞
全国高校生軽音学部全国大会が１２月２６日（火）東京ドームシティホ

ール開催されました。全国の地区予選を勝ち抜いてきた２０のバンドが参
加し、真志喜中軽音学部は唯一中学生だけで編制されたバンドながら自校
ならではの演奏とオリジナリティ性あるステージが評価され「ベストチャ
レンジ賞」を受賞しました（真中１校のみ）。当日はライブ配信もあり、現
地での応援ができなかった人も緊張しながら応援をしていました。

□ 沖縄県人権作文コンテストで人権擁護委員協会 会長賞を受賞
全国中学生人権作文コンテストの県大会にて３年の大墨桐子さんが見事

会長賞を受賞しました。表彰では県の人権擁護協議会より崎原美智子氏と
多和田文子氏が来校し、直接賞状と副賞の授与を行いました。本コンテス
トは中学生に豊かな人権感覚を身につけてもらうことを目的としています。
他の皆さんも桐子さんのように挑戦してみてはどうでしょうか？


